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症例展示

　 1)矯 正歯科研修カ リキュラムの修了認定症例

　　　　マルチブラケッ ト装置で治療 した1症 例

　　　　　　　　　　　　 ○今田 玲美,福井 和徳

　　　　　　　　　　　　 (奥羽大・歯 ・成長発育歯)

【症　例】Angle　I級 叢生

【初診時年齢,性 別】16歳2か 月,女 性

【主　訴】前歯の叢生

【診断名】叢生

【所　見1顔 貌所見より顔面非対称は認め られな

い。プロファイルはス トレー トタイプで下顔面高

が大きい。模型分析 より上顎中切歯以外は標準 よ

り大 きい歯冠幅径 を示 していた。上顎に-4mm,

下顎 に-6mmの デ ィスクレパ ンシーが認め られ

た。骨格系では,上 下顎の相対的な前後的位置に

問題はなく,上 顎中切歯の歯軸傾斜は標準範囲内,

下顎中切歯歯軸は舌側傾斜が認められた。大臼歯

関係は左右側 ともAngle　 Class　Iで あった。下顎

正中線は顔貌正中に対 し右側へ1mm偏 位 してい

た。口腔周囲筋の緊張を認めた。

【治療方針】

1.上 下顎左右側第一小臼歯抜去によるマルチブ

ラケッ ト法を適用することとした。

2.保 定　上 顎 はBegg　 type　retainer,下 顎 は
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Hawley　 type　retainerを 装着 し,半 年 間は終 日

使用を指示 している。

【治療結果】上下顎前歯部の叢生が改善 され良好

な咬合関係が得 られた。動的治療期間は3年1か

月であった。

【考　察】上下顎 とも中等度 にデ ィスクレパ ン

シーを有 していたが,上 下顎左右側第一小臼歯の

抜去で,上 下顎中切歯が十分後方移動 し,良 好な

咬合関係が得 られた。動的治療終了時の頭部エッ

クス線規格写真より上顎前歯の舌側傾斜が認めら

れた。これは思春期後期に動的治療を開始 したた

め,上 口唇圧が強いことや上顎切歯骨の前後的幅

径が狭いこととから トルク調整 を困難に させたこ

とが挙げられ,早 期治療により上顎歯槽骨の形態

改善 を図ることが必要と思われた。下顎に装着 し

た。019×025ス テ ンレススチ ール ワイヤ ーに

anti　curve　of　speeを 付与 し,下 顎のspee湾 曲は

是正 された。治療期間は2年 を予定 していたが,

装置破損から側方歯 レベ リングに時間を要 し抜歯

タイ ミングが遅れたこと,上 下顎前歯への ブラ

ケット装着時期が口腔周囲筋の緊張から叢生緩和

に時間を要 し,遅 延 したと考 えられ る。
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